
を条件に Space Syntax理論　NAIN値を用いて対象街路を抽出した。

街路の魅力度に影響を与える印象評価と物理的特性の検討
－アクセス性の高い街路と低い街路を対象として－
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1. 研究の概要

2.街路ごとの物理的特性の整理 3.印象評価実験

5.研究の総括

【背景】

【研究対象地】

【路地の物理的特性の整理】 【実験方法】 【実験結果】

【研究の位置づけ】 【研究の流れ】
近年、都市開発の進展により細街路が統合・拡幅される傾向がある。

しかし、細街路はアクセス性が低い一方で、一定の滞在や来訪が観察される。

これには、街路において歩行者が抱く印象や街路の物理的特性が関係している

と考えられる。

本研究では、アクセス性が高い街路と低い街路において

街路の物理的特性と歩行者の印象評価及び魅力度の関係に

ついて明らかにすることを目的とする。 物理的特性

印象評価

魅力度

①

③

②( 細街路例 )

アクセス性の

高い街路と低い街路を対象に、

物理的特性・印象評価・魅力度の

3つの関係性に着目している点に

新規性がある

福岡市中央区大名 1丁目、2丁目の一部

研究対象地とその周辺の位置関係図

都心に位置する商業地。

歩行者による回遊行動が

多く観察される。

歴史的土地割を背景に、

細街路や枝状に分岐する

街路網が多く残存する。

【対象街路の選定】

※Normalized Angular Integration

街路間の角度距離を考慮し、対象街路が

他の街路からどの程度到達しやすい位置に

あるのかを示す指標。

※

研究対象地内の抽出街路位置図

①商業店舗の出入り口に面すること ②2つ以上の建物に面すること

1 2 3 4 5 6 7 8
NAIN 1.049 1.062 1.046 1.049 0.478 0.767 0.668 0.556

高NAIN 街路 低 NAIN 街路

表1 抽出街路のNAIN 値

①どの街路においても「先が気になる」が魅力度に最

も強い影響を及ぼしていた。

魅力度を説明する印象評価指標の構成は高 NAIN 街路で

は共通していた一方、低 NAIN街路では街路ごとに異な

り複数の魅力形成経路が存在していた

②4つの物理的指標がそれぞれ特定の印象評価指標

と対応を示した。

複数の物理的指標と対応を示す印象評価項目も見ら

れた。

物理的特性

印象評価

魅力度

①

③

②

低 NAIN街路

高 NAIN街路
③物理的特性と魅力度の明確な相関関係は

確認されなかった。

D/H・建物粒度は高 NAIN街路・低 NAIN街路間で明確な差異はみられず

街路番号 NAIN 街路幅 D/H 建物粒度 隙間率
1 1.049 9.45 0.729 1.2 55 0.404
2 1.062 12.85 0.672 1.004 0.696
3 1.046 8.15 0.596 1.903 0.338
4 1.488 0.477 0.650 0.330
5 0

7.20

0
.478 02.7 0.406 0.495 0.187

6 0.771 2.7 0.588 0.190 0.126
7 0.668 3.57 0.501 0.984 0.122
8 0.556 3.57 0.272 0.494 0.294

下位の値 上位の値
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抽出した街路で①街路幅②D/H③建物粒度④隙間率の値を算出

研究対象地、大名地区に固有の街路特性が影響している可能性 （1）一部の街路にだけ特徴がみられる形（2）アクセス性による違いが見られる形

（4）街路ごとに値の分布が異なる形（3）印象評価指標同士で類似した傾向を示す形

対象街路を撮影した写真を刺激とし、

大学生 100人を対象に SD法による印象評価実験を実施。

選定した 9項目の形容詞を、4段階で評価

Coherence D/H
Coherence D/H
Complexity
Complexity

Coherence,Mystery D/H
Mystery
Legibility
Legibility

なし

Kaplanの4要素との対応

4.物理的指標・印象評価指標及び魅力度の関係性

【印象評価指標と魅力度の関係性】

【印象評価指標と物理的指標の関係性】 【物理的指標と魅力度の関係性】

①「先が気になる」が最も標準化係数の値が大きく、

魅力度に大きな影響を及ぼしていることが示された。

②「変化に富む」「まとまりがある」も大きな正の寄与

があった。

③アクセス性を表すダミー変数は p＝0.356と有意で

なかった。

アクセス性の高低が街路全体の魅力度に体系的な差をもたらしていること

は示されなかった。

①

②

③

(A) 印象評価指標を説明変数、魅力度を目的変数とした重回帰分析

アクセス性の違いが魅力度に及ぼす影響を検証するため、

低 NAIN街路＝1、高 NAIN街路＝０としたダミー変数を投入した

②高 NAIN街路では魅力度に寄与する印象評価指標の順位がすべて同一
  低 NAIN街路では単一の評価構造では説明できず複数の評価パターンが存在
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①全ての街路で「先が気になる」が有意かつ最大の正の影響を示した。

①

②

(B) 印象評価指標を説明変数、魅力度を目的変数とした重回帰分析 ( 街路別 )

・隙間率が高い街路ほど「開放的だ」と評価された

一部の指標間では明確な対応関係が見られた

・街路幅が大きい街路ほど「見通しが良い」と評価された
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物理的指標を用いた景観評価に関する既往研究で
提示された形容詞群のうち、Kaplanらの 4要素
に対応するものを抽出し採用。

箱ひげ図で関係性を見ると 4つのタイプに整理できた

各指標の値に対する魅力度の評価は広くばらついている

両者の間に明確な相関関係は確認されなかった

物理的特性を整理 印象評価実験

対象街路の選定

物理的指標・印象評価指標及び魅力度の関係性

①印象評価指標と魅力度の関係性

②物理的指標と印象評価指標の関係性

③物理的指標と魅力度の関係性
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